
特集 FA/CIMシステムの動向と構築事例

最近のFA/CIMシステムの技術動向
RecentTrendsofFA/CIMSystemTechnology
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CIMシステム 最近のCIM(Compute=ntegratedManufactur汁1g)ほ,受注から商品物流に至るすべての企業活動を,最新の技術を馬区催して統合

したシステムに発展している｡

製造業は厳しい市場環境のもと,これに的確に対

応すべく横板的な経常推進を図ってきた｡一方,体

質改善のためにはCIM(ComputerIntegratedMan-

ufacturing)システムの導人に努めてきた｡構築上の

エポックとしては,ソリューションサポートという

切りしIで,高度な技術とノウハウが集約され,個々

のシステムで展開されつつある｡具体的なシステム

構成では,従来の垂直的なハイアラーキ構成から,

ダウンサイジング化,水jF分散化へと同時に移行し

てきている｡全体的には企業全体を取り巻く広域ネ

ットワークシステムがl青報交換インフラストラクチャ

として整備されてきており,R&D(Researchand

Development)支援,商品物流支援へとCIMシステ

ムに絡んだ高度情報サービスの対象範囲が実際的な

広がりを見せ始めている｡

また,生産･開発の同時並行化,高度営業支援な

ど,CIMシステムの効果をさらにシナジエティック

に大きくするコンカレントエンジニアリングの導入

が一部開始されている｡

日立グループは全社一丸となって総合力を結集

し,CIMシステムの開発を今後も推進していく｡

*

u立ヌ㌍作所 システム事業部
**

口+ンニ製作〃斤機電事業部技術lご(領二気筒▲一絹β門)
***

口立製作所情報システム事業部
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l】 はじめに

わが凶の産業界は人端午庄を基礎とした量産技術に支

えられて発展してきた｡この過程で自動化をはじめFMS

(FlexibleMa11ufacturing System)化が積極的に耽り入

れられ,･呪在の産業界の基盤を作ってきた｡

コンピュータの導人は,これらハード｢1‾1心のシステム

に情封iを取り込み,生産をビジュアル化して,そのi一方軌

をより活性化した｡

産業界での牛産部門へのコンピュータの利一lJは年々噌

(ニーズ)

社会的変化

●消費者ニーズの
多様化

●価値観の個性化

●共存･互恵思想

如し,FA/CIM(ColllputerIntegratedMa11ufacturiIlg)

システムのJ-い.現とともに,産業界での重要な地位をJiめ

るに幸った｡しかし,近年の市場構造の変化は従来シス

テムの拡大延長では対応できにくくなり,企業活勤の上

流(山場調査,研究開発など)から下流(販売,サービスな

ど)までを通して幅広い分野での†ナ】埋化が要求され始め

ている｡企業は企業環境の変化に対し,図1に示すよう

な対応を阿っている｡この対応には,現在の仕事の仕組

みを削こ機械化するだけでなく,什事の什組みの改井が

主流となり,企業i六勅令体(営業活動から保夕子･サービス

企業環境の変化

(与 件)

経済的変化

●生産構造の変化
(コストの構成)

●経済摩擦

●円高･為替差

(シーズ)

技術的変化

●マイクロエレクトロニ

クス技術の進展

●メカトロニクスの進展

●新素材革命

●高度情報化の進展

{=ゝ

要 件

くコー

経営とLての対応

●製品の多様化対応

●製品の短納期化対応

●製品の最先端化

●開発期間の短縮化

●コスト低減

●高品質化

要 請

{コ･

●戟略型経営への脱皮

●技術革新,新素ネオヘの追従

●新製品開発重視

●国際分業への対応

●軽量･効率経営の推進

●情報の経営資源化

●人手不足への対応(労働の高度化)

Jこ> {=}

具 体 的 対 応

多品種少量即応生産体制の確立

●FA･FMSの推進

●管理システムのスピード
アッ7

市場直結生産

最適在庫

●生産ラインの整流化

新製品早期開発体制の強化

●CAD/CAMシステム
の活用

●CAEシステムの構築

●研究･開発支援環境

の整備

企業情報システムの整備

●情報の統合化･ネット

ワーク化･EDl化

●情報の戦略的有効活用

●事務の簡素化,合理化
推進

注:略語説明

ED-(Electronic Datalnteト

Change)

図l企業環境の変化

と企業の対応 社会

的,経済的,技術的な企

業環境の急激な変化に対

し,企業自身の変革(経営

革新)を含めた経営とし

ての対応が進んでいる｡
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まで)を過して,鼓も効率のよい仕組みづくりをすること

が重要である｡

このような時代の変草に対応していくために,FA/

CIMビジネスの墟閉も,従来の提案型ビジネスから問題

解決型ビジネスへと変わりつつある｡

提案型ビジネスとは,

(1)ユーザーの仕様に其づくシステム提案

(2)システムを構成する各種ハードの提供

(3)システムを運用するためのソフト･サービスの提供

を行うものである｡これに対して問題解決型ビジネス

とは,

(1)現状の問題一た摘J-hと整稗

(2)最も効率のよい仕刹1みの創出

(:う)現状の仕組みと改善彼の仕組みとの轢合性

(4)最適なシステムの提案･構築

を行うもので,ソリューションサービスと言われている｡

CIM化計画へのメーカーの参内フェイズを図2にホ

す｡従来は,メーカーの参性和ま同凶中の③,④,⑤が小

心で行われていたが,今後は①,②から参画しユーザー

とメーカーが一体となったシステムづくりが必安である｡

ソリューションサービスの根幹は,

(1)ユーザー,メーカーが一体となった総合的な体質改

善の推進

(2)情報系をつかさどるコンピュータシステムの＋脈川桁

(だれでも,かつどこからでも使えるコンヒュータシス

CIM専門技術

(鄭重業務知乱生産方式.標準化技術なと

システム計画技術

(計画技法)

参
画
の
深
さ :■‾_旦_･現状分析

CIMビジョン策定

-こそJ基本計画立案
ヨニ〕設計･製作

亘切り替え準備,テスト

Eご保守･評価

システム構築技術

(ハード,ソフト,保守)

CIMシステム計画
CIM

システム構築

CIM

システム移行

CtM

システム運営

CIM構築フェイズ

図2 CIM化計画へのメーカーの参画フェイズ C`M化計画

の初期からメーカーがユーザーと一体となったコンセプトづくり

がCIM化成功のかぎである｡

テム)

(3)コンカレントエンジニアリング環境の繋備

であり,この事業発展のため,H立製作所は社l勺技術を

浦上l‾1した総合的な事業展開を図るべく,体制づくりを進

めている｡

ここでは,ソリューションサービスへの対応,企業で

のコンピュータ利別の考え方を変えつつあるコンピュー

タインフラストラクチャ技術の劾向,およびコンカレン

トエンジニアリングの繁備について述べる｡

囚 ソリューションサービスへの対応

企業競争にいかに･打ち勝つか,そのためには何をすべ

きかが企業に与えられた永遠の課題である｡

これからは一企業ごとの狭い考えでは,わが他の経済

i朋ルのグローバル化に対んbしていけない｡CIM構築に

は,経常のトップがユ三体となって推進を図っていく必要

がある｡-一一=にCIMといっても企業ごとにその内谷は異

なっている｡解決しなければならない問題は多種多様で

あi),求めるソリューションも異なり,さまざまなソリ

ューションサービスの提供が不可欠である｡

l卜む製作所は,図3に示すようなソリューションサー

ビスが必要と■考え,これらへの対応をⅠ諌トている｡

従来のメーカーにとってFA/CIMは､ユーザー什様に

基づいてこれに必要な各種のハードウェア(コンピュー

タ,各種コントローラ,生産設備,物流設備など)や,こ

れらを動かすソフトウェア,サービス,保守などを提供

するだけであった｡

しかし,CIM構菜のポイントは,企業の問題提起から

イ__l潮_みの改#を行うことであり,ソリューションサービ

スそのも･のがCIMの製品である｡従来のハードウェア･

ソフトウェアは,これを具現化する道具でしかない｡こ

のように､ビジネスそのものが無形化し,それに対価を

払う傾【h】になっていく(産業構造審議会情報産業部会で,

ソフトウェア産業の重要性が論議されている)｡

ソリューションサービスとして,先の図2でホしたよ

うにCI恥†の計画段階からメーカーの参内が求められて

いる｡ソリューションサービスには従来提イJtしている

CIM関連プロダクトをはじめとして次に述べるサービ

スがある｡

(1)企業の経常戦略や介業方針を反映したCIMビジョ

ン策左支援

(2)販売,設計,製造から経営戦略まで,幅広いCIM(7)

迫川範囲を全体的にとらえた基本計由立案支援
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CIMシステム計画 CIMシステム構築 CIMシステム移行 CIMシステム運営

ソリ ューショ ンサービス

プロジェクトコーディネーション支援

CIMシステム計画

立案支援

●CIMビジョン策定支援

●現状分析支援

●基本計画立案支援

CIMシステム

構築支援

●業務設計支援
●業務改革推進支援

●情報システム開発支援

●設備導入支援

CIMシステム

移行支援

CIMシステム

運営支援

CIM関連プロダクト(ハード･ソフト)

CIM 構 築 支 援 技 法

CIM 専門技術コ ンサルテ ィ ング

図3 CJM構築に必要なソリューションサービスの例

の提供が求められている｡

(3)計画された｢あるべき姿+を実行可能な業務とする

ための業務設計支援

(4)業務知識が豊富な専門家による業務改革の推進支援

(5)情報技術,工場設備技術などの技術面からの実効性

を加味した専門技術コンサルティング

(6)CIM構築を円滑に進めるためのプロジェクトノウ

ハウをナホ用したプロジェクトコーディネーション支援

(7)実効あるアウトプットを出し,作業者のレベル向上,

効率lらI上をねらったCIM構築支援技法の活用

日東製作所は,これらの内容に対応できるように,各

分野での専門家の知識を集約している｡

以_Lのように,ソリューションサービスが,CIM構築

の重要な｢かぎ+であることが理解されつつあるが,無

形化に対する対価の支払いでの抵抗感はまだ根強く,

(1)サービス内容の明確化と責任範囲

(2)契約の内容

(3)CIM構築の成果とサービスの照合

など解決しなければならない課題も多い｡今後実践を重

ねながら解決を図っていく必要がある｡

B コンピュータインフラストラクチャ技術の動向

最近のコンピュータ技術の進展は目覚ましく,企業で

のコンピュータ利用の考え方を大きく変えつつある｡特

に,ダウンサイジング化･オープン化は,現場の隅々に

CIMシステム計画からCIMシステム運営まで幅広いサービス

までコンピュータを普及させるとともに,コンピュータ

どうしの対話を可能にしてきた｡また必要な情報はみず

からの手で必要なときに入手できるようになってきた｡

これらを実現するために,クライアント サーバモデル

に基づく分散型ネットワークシステムの形態が生まれて

きた｡

これにより,企業活勤の隅々まで情報が行き渡り,か

つ必要な情報が必要なところで必要な形で処理され,企

業活動全体がi利生化し,トータルリード タイムの短縮

が図られるようになった｡このようなコンピュータイン

フラストラクチャ技術は,これからのFA/CIMの構築に

は不可欠である｡

分散型ネットワークシステムの一例を図4に示す｡こ

こでは,全社レベル,部門レベル,個人レベルのおのお

ののレベルに応じ,かつ機能ごとにコンピュータとデー

タベースは分散配置され,それらをネットワークで接続

して処二哩の一貫化を図った分散処理システムとなってい

る｡クライアントサーバシステムを採用し,利用者が自

分のコンピュータを窓口にして,それぞれは独立した複

数のコンピュータ群を一つの仮想コンピュータとして,

通信を意識することなく利用できるシステムを実現して

いる｡機能分散によるダウンサイジング,標準的なネッ

トワーク オペレーティングシステムやデータベース,

マンマシンソフトの使用などにより,コストパフォーマ
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大･中型ホスト

コンピュータ

(全社レベル)

(慧買主三芳)(
プ｢ク

ス7■-ン′ヨン

パーソナル

コンピュータ

(個人レベル)

鴎緑

⊂] ⊂]

個人レベル

データベース

⊂]

全社レベル
データベース

広域ネット

範
⊂] []

畠

遠雷㌍呈

個人レベル
データベース

畠

鮎

鴎浄

ク

部門

データベース

ローカル

ネット

ワーク

晦

⊂]

[コ

畠
塾甑

個人レベル
データベース

Ll ■[二1
巨≡う 章≡う

鼻先二三
出

鮎
図4 分散型ネットワークシステムの構成例 処理は機能ごとに分散し,全社から個人までの各レベルのデータベースが共有化されたク

ライアントサーバシステムが取り入れられている｡

ンスの高い拡張性に富んだシステムを構築している｡

ワークステーションやFAコンピュータは,その優れた

コストパフォーマンスと耐像処理,芹声入汁■ノJをはじめ

とする高機能ヒューマンインタフェースにより,臨場感,

高度な操作性の追)Kや管理･制御の高度化,マルチメデ

ィア化が進められている｡すなわち,コンピュータは情

報処理のツールからメディア ハンドリング ツールとし

ての色合いを強めている｡

一方,最近のFA/CIM分野でのコンピュータ技術の特

徴の一つには,ますます幅広い情事馴こ基づいて問題解決

を図るため,AI技術を複合的に活用した知識処≡哩技術の

通用がある｡日立製作所はこれに対応して,従来専門家

の経験やノウハウに依存してきた問題解決を,AI,ニュ

ーロ,ファジィを応用した知識処理技術によってワーク

ステーションのような小型コンピュータで処一哩を石∫能と

した｡子測,シミュレーション,計画,診断,制御問題

などへ適用することにより,数多くの実用化を実現して

いる｡

今後RISC(ReducedInstruction Set Computer)プロ

セッサの進展,プロセッサの並列処理による高速化,自

律分散制御による高信頼化が進むとともに,大量の実デ

ータをベースとした環境調和型自+学習成長システムの

実現が其朋寺される｡

虹 コンカレントエンジニアリングの整備

市場構造の変革に伴い,企業の活動環境はますます厳

しくなっている｡なかでも,市場や環境の変化にいかに

速く対応するかが重要である｡企業全体が,戦略的に同
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暗礁行的に動ける強い企業体質をコンピュータを使って

作り出し,変化に応答するスピードを最大の競争ノJとす

るため,コンカレントエンジニアリングの整備が進めら

れようとしている｡

(1)コンカレントエンジニアリングのねらい

コンカレントエンジニアリングは,米国のCERC(Con-

CurreIltEngineering ResearchCeIlter,West Virginia

U11iversity)を中心に盛んに推進されている｡米出でのこ

れまでの新製品開発は,開発担当部門別に縦割りされた

組織に対し,綿密なスケジュールと納期管理を優先させ

た逐次型商品開発プロセスであり,これを改善するため

にコンカレントエンジニアリングが期待されている｡

これまでのプロセスでは,開発⊥程の後半になって問

題多発となる場合があり,それは,開発担当部門間での

情報交換が少ない文化的土壌が原l大1と言われている｡こ

の弊害をネットワークを介したコンピュータによる設計

支援環境とマルチメディア情報通信機能とを利用して排

除する｡すなわち,(a)部門間の製品開発データの共有化,

(b)設計部門間相7了二の情報･意見交換の促進,(C)開発担当

部門の使用する専用ツール間のデータ授受を叫`能にする

[研究部門]

■

靡

既知技術･技法の共有

■

l■l

[設計部門]

■

サーバ

一■･---･●■

サーバ

■l

フレームワークテクノロジーなどによって,より早い段

階での問題点の顕在化と解決を行い,開発スピードの向

上,/上三産件の良い低コスト商品の開発などをねらいとし

ている｡わが国の企業の多くで行われている多部門同時

参画協調型商品開発を,最近の高度なコンピュータ利用

技術を用いて実現しようとするものである｡

(2)コンカレントエンジニアリングの動向

田l勺のコンカレントエンジニアリング推進事例のいく

つかについて述べる｡まず,東京都立科学技術大学教授･

福=収一‾1二千博卜をLll心に｢協調的製品開発支援技術に

関する調奄研究分科会+があり,国内主要メーカー,大

学などの研究者が調査報告や事例紹介,コンカレントエ

ンジニアリング推進課題のディスカッションなどを行っ

ている｡また,国内外のコンサルテーション会社が,コ

ンカレントエンジニアリングの進め方や独自に開発した

手法,コンピュータソフトウェアなどでl青報サービス事

業を展開している｡

一方,コンピュータメーカーは,コンカレントエンジ

ニアリングの要素技術であるマルチメディア処理やグル

ープウエアの分野で,プログラムプロダクトを発表して

市場動向･先行技術の共有

プロダクトシミュレータ

オブジェク

統合EDB

卜共有

プロダクトモデルの共有

彗廻ら
サーバ

サーバ

■l

■

■

[企画部門]

技術標準の共有

■

■

[生産技術部門]

図5 コンカレントエンジニアリング応用システム 同時協調作業環境には,(a)ネットワークミーティング,(b)会議･プレゼンテーショ

ン,(C)ネットワーク ジョブディスパッチ,(d)デザインレビュー支援などがある｡ネットワーク環境のワークステーションで開発中の新製品モ

デルを互いに共有しながら,打ち合わせ･設計する｡
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いる｡CADソフトベンダは,既存のCAD/CAMシステム

にコンカレントエンジニアリング用に三次元･二次元･

技術文書統合機能,プロダクトモデリング,フィーチャ

モデリングなどの機能,異種CADソフトウェア間でのデ

ータ授受･統合や機械系･電気系データの統合などのエ

ンジニアリングデータベース機能などをサポートしたプ

ロダクトを製品化している｡また,エンジニアリングデ

ータベースの一部の機能と設計工程管理機能をサポート

したPDM(Product Data Manager)をいくつかのソフ

トウェアベンダが製品化している｡

∪軌卒業界の中には先行試馬那勺なコンカレントエンジ

ニアリング応用システムが稼動しているが,まだ本格的

なコンカレント エンジニアリングシステムは稼勤して

いない｡コンピュータメーカーやソフトウェアベンダが

良いプロダクトを発表しているので,ここ数年で本格的

なコンカレント エンジニアリング システムが稼動する

と思われる｡

(3)日立製作所のコンカレントエンジニアリング応用

技術

日立製作所のコンカレントエンジニアリングは,コン

ピュータによる個別の製品モデルシミュレータをネット

ワークの中心に置き,米国でのコンカレントエンジニア

リングに,さらに以‾ドの概念を付加したものである｡

(a)製品仕様の最適化･極限化技術

(b)未知技術を製品開発に持ち込まないための既知技

術化

(c)顧客,営業,関連企業も含めた協調設計の推進

(d)開発過程のシースルー化のためのインテリジェン

トプレゼンテーション技術の応用

(e)1個/ロット年産を目標とする生産システムとの

統合

日立製作所は,平成2年からコンカレントエンジニア

リング技術研究を開始し,現在,社内の事業所でコンカ

レントエンジニアリング応用システム(前ページの図5

参照)を構築中である｡平成6i｢早々にはモデルシステ

ムを∵己成する予定である｡

B おわりに

以上,FA/CIM構築の今後の動向について述べた｡現

在までのCIM構築で,その目的,命題が明確にできない

ままスタートし,ユーザー,メーカー共に十分満足する

ものができないことがまれに見受けられた｡その最も大

きな理由は,目的,命題(コンセプト)をまとめるための

仕組みの見直しに多大のエネルギーを要するため,ユー

ザーの一部門だけでは十分な対応ができないことであ

った｡

今後,CIM化の推進には｢ソリューションサービス+

という切り[+の整備を図っていくことにあると考える｡

このソリューションサービスの基盤の上に立ち,エンジ

ニアリングの蓄積,新しい技術の取り込み,将来の展望

などを盛り込んだFA/CIM構築の支援が,口立グループ

全体の使命であると考えている｡
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